
　
こ
の
十
月
か
ら
新
規
委
員
（
門

脇
弥
さ
ん
、
中
元
義
晴
さ
ん
、
宮

田
勉
さ
ん
、
瀧
勝
明
さ
ん
）
の
四

名
及
び
元
委
員
（

渡
邊
真
奈
美
さ

ん
）
の
一
名
を
新
た
に
迎
え
、
第

七
期
の
浜
益
区
地
域
協
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
改
選
後
、
初
と
な
る
協
議
会
が

十
月
二
四
日
（

火
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
委
嘱
状
の
交
付
、
田

岡
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
各
委
員
及

び
支
所
職
員
の
紹
介
、
会
長
及
び

副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
七
期
地
域
協
議
会
の
会
長
及

び
副
会
長
が
互
選
さ
れ
、
会
長
に

会
長
・
副
会
長

　
　
　
　
を
選
出

は
、
宮
田
勉
さ
ん
（
識
見
を
有
す

る
者
【
第
二
号
委
員
】
）
、
副
会

長
に
は
、
大
久
保
滿
彦
さ
ん
（
公

共
的
団
体
が
推
薦
す
る
者
・
浜
益

区
自
治
会
連
合
会
推
薦
【

第
一
号

委
員
】
）
の
両
名
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

新 再【前】 再【前】<1号→3号> 再【前】 新

瀧　　　勝　明 石　川　　　宗 德　地　克　実 小笠原　輝　幸 宮　田　　　勉

公募に応じた者【第３号委員】<３名>
識見を有する者

【第２号委員】<２名>

再【元】 新

辻　　　カヨ子

浜益自治婦人会連絡協議会 浜益自治婦人会連絡協議会

再【前】 新 再【前】 再【前】
石狩観光協会

再【前】
石狩北商工会 石狩湾漁業協同組合 北石狩農業協同組合

再【前】 再【前】
浜益わかもん会 石狩市社会福祉協議会 民生・児童委員協議会

渡　邊　真奈美 中　元　義　晴 岸　本　紀　子 羽　立　裕　子

三　上　正　信 小　田　則　貞 門　脇　　　弥 寺　山　広　司 大久保　滿　彦

浜益区自治会連合会
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公共的団体が推薦する者【第１号委員】<１０名>

再【前】<3号→1号>

【と き】平成29年10月24日(火)

15:30～16:40

【ところ】 浜益支所 2階 庁議室

【委 員】 <出席> 12名 <欠席> 3名

【傍 聴】 1名

・会議の概要を掲載しています。

・詳細は、市ホームページで後日公開します。

平成29年度 第5回

浜益区地域協議会

石狩市浜益区

地域協議会広報

《発行》浜益区

地域協議会事務局

<支所地域振興課>

Tel 79-2029

［VOL131］

第７期浜益区地域協議会委員 任
期

平成29年10月 1日から

平成31年 9月30日まで



会
長
あ
い
さ
つ

2017〈H29〉.11　VOL131 浜地協だより

H29.10. 9 川下

＜おくやみ＞
氏 名 死亡年月日 年齢

山　本　　　茂 さん 67

住所

　
会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
石
狩
市
、

旧
厚
田
村
と
合
併

し
た
の
は
、
一
二
年
前
の
平
成
一

七
年
一
〇
月
で
あ
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
は
、

斎
場
や
浄
水
場
の

整
備
を
は
じ
め
、

中
学
校
の
移
転

整
備
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
な

ど
、
旧
浜
益
村
が
抱
え
て
い
た
大

き
な
行
政
課
題
が
解
決
さ
れ
、
ま

た
、
診
療
所
や
高
齢
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
、
救
急
車
両
の
整
備
、

そ
し
て
住
民
の
数
少
な
い
交
流
と

憩
い
の
場
で
あ
る
温
泉
の
運
営
も

維
持
さ
れ
て
お
り
、
住
民
に
大
き

な
安
全
・
安
心
を
も
た
ら
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
時
「

特
色
あ
る
地
域

づ
く
り

｣

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た

本
地
域
協
議
会
も
今
年
で
一
三
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
六

期
一
二
年
に
わ
た
り
、
先
輩
委
員

の
懸
命
な
努
力
と
区
民
皆
様
の
協

力
に
よ
り
、
様
々
な
事
業
が
展
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
よ
り
充

実
し
た
教
育
や
医
療
・
介
護
、
あ

る
い
は
労
働
環
境
を
求
め
て
、
若

い
人
た
ち
や
高
齢
者
の
転
出
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

｢

少
子
高
齢
化
は
、
浜
益
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
、
時
代
の
流
れ

だ

｣

と
は
い
え
、

そ
れ
は
、
想
像

を
は
る
か
に
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で

進
み
、
残
る
区
民
が
抱
え
る
将
来

へ
の
不
安
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
つ
い
に
、
区
の
高
齢
化
率
が
五

五
％
を
超
え
た
と
聞
き
ま
し
た
。

辺
り
を
見
ま
す
と
、
空
き
家
が
増

え
、
解
体
跡
地
を
見
る
と
大
き
く

た
め
息
を
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
で
、

｢

浜
益
は
ど

う
な
っ

て
行
く
ん
だ
ろ
う
…
」
と

い
っ
た
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
浜

益
に
は
、

豊
か
な
自
然
、

歴
史
、

風
習
文
化
な
ど
優
れ
た
資
源
が
多

く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
有
機
的
に

活
用
し
切
れ
て
い
な
い
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
優
れ
た
資
源
の
活
用
の
ほ

か
、
「

人
材
の
育
成
・
確
保

｣

が
、
私
た
ち
七
期
目
の
委
員
に
課

せ
ら
れ
た
テ
ー
マ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
浜
益
小
劇
場
を
は
じ
め
、
カ
ラ

オ
ケ
愛
好
会
、
こ
が
ね
山
岳
会
、

川
下
陣
屋
保
存
会
、
巨
樹
・
巨
木

協
議
会
な
ど
の
長
く
地
道
な
活
動

は
、
内
外
か
ら
大
き
な
評
価
を
得

て
お
り
、

今
や
区
民
の
大
切
な
財

産
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

近
年
、

活
躍
が
著
し
い
漁
協
青
年

部
の
朝
市
や
み
な
と
祭
り
は
、
区

民
に
た
く
さ
ん
の
元
気
と
希
望
を

与
え
て
お
り
、
こ
の
様
な
新
し
い

芽
を
守
り
育
て
る
こ
と
も
ま
た
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　
農
家
、

浜
、
各
事
業
所
に
は
、

多
く
の
独
身
の
若
者
が
い
て
、
皆

さ
ん
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

地
域
の

後
継
者
と
し
て
、

自
立
・
定
着
さ

れ
、
い
ず
れ
は
新
し
い
家
庭
を
築

い
て
い
た
だ
け
た
ら
、
こ
ん
な
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
協
議
会
は
、
す
べ
て
の
区

民
が
明
る
く
元
気
に
安
心
し
て
浜

益
に
住
み
続
け
て
行
け
る
よ
う
、

委
員
全
員
の
共
通
認
識
の
下
、

全

力
で
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
、
区
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
情
報

提
供
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

浜
益
区
地
域
協
議
会

　
　
　
会
長
　
宮
　
田
　
　
　
勉

<▲ 1>
男

98
柏木

（人） 1,372
人口 【58,581】 <▲ 75>

浜益区の人口・世帯数（Ｈ29年9月末現在）

<▲ 3>
【28,247】

御料地

10月号のおくやみ欄でお知らせしました、
三浦新吉さんの年齢を80歳と記載しており
ましたが、正しくは91歳でした。
お詫びし、訂正させていただきます。

野　田　信　明 さん H29.10.10 89

※上段の【　】は石狩市全体、〈　〉は対前月

世帯数 【27,423】 <▲ 40>
（戸） 808 <1>

H29.10. 5 78 浜益山　内　　　洋 さん

細　川　サツエ さん H29.10. 9

（人） 747 <▲ 2>
女 【30,334】 <▲ 52>

<▲ 23>
（人） 625

石狩の未来を考える子ども議会 （10/15）


